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新明解説

■必要なのは知能よりも知性
　テクノロジーや社会情勢の急激な変化に伴い，組織もそ
の様々な活動において，常にスピーディーで適切な変化が
求められています。そのため，知識や技術の向上を図れば
解決に至る「技術課題」に取り組むという活動が中心では，
組織の存続すら難しくなりつつあるのが実情ではないで
しょうか。場面場面でのスピーディーな適応力が要求され
る，「適応課題」を解決する力が，個人としても，組織と
しても求められているのです。
　そこで必要とされくるのは，知能よりも知性。知性は，
適応能力や多様性（ダイバーシティ）のバロメーターであ
り，自主自律性，そして中長期的に仕事の成果を生み出す
力と相関関係にあることが学術的にも証明されています。
　本稿では，個人だけでなく，集団としての知性レベルを
向上させていくための「組織習慣」というコンセプトを提
起し，その高め方のノウハウのさわりをご紹介します。ま
た，このコンセプトは，コロナ禍という前代未聞の状況へ
の適応力の醸成をも促すという点も見逃せないでしょう。
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